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（論文内容の要旨） 
本研究は、A. G. バウムガルテン（Alexander Gottlieb Baumgarten, 1714–1762）の美学理論が伝統
的修辞学と強固に結びついていたことの内実と意義を問うことによって、バウムガルテンの未完の主著
『美学』（第1巻1750年、第2巻1758年）のうちに、修辞学の拡張をとおした芸術論の可能性を見出すも
のである。 
第1章「1740年頃の体系構想にみるバウムガルテン美学の特徴――記号の解釈・表現の学」では、『美
学』の考察に着手する前に、1740年頃に執筆された『一般哲学』と『素描』における美学体系について
考察し、〈一般修辞学〉の観点から『美学』を読み解く妥当性と必要性を示す。そのために、バウムガ
ルテンの美学の主軸には〈記号の解釈・表現についての学〉があることを指摘する。そして未完に終わ
った『美学』とは、修辞学を普遍化した〈一般修辞学〉を実践することで、記号の解釈・表現の学とし
ての美学の基盤を築く試みであったのではないか、という見解を提示する。 
第2章「〈感性的認識の学〉とは何か」では、通常はいわゆる感性論を標榜したものと理解されている
「感性的認識の学」という美学の定義を、可能なかぎりバウムガルテンの意図に即しつつ、〈事柄と言
葉（res et verba）〉という修辞学の伝統的な概念を援用して解釈する。そして、この定義は主題の着
想とその表現を意味していると主張する。これによって、バウムガルテンの『美学』のうちには定義と
内実とのあいだに齟齬はなく、この定義が修辞学を基盤とした美学に悖るものではないことを示す。  
以上を踏まえて第3章以降では、その〈一般修辞学〉としての美学がどのように実践されたのか、すな
わちバウムガルテンが『美学』において修辞学をいかにして換骨奪胎したのか、「規則」「フィグーラ」
「アルグーメンタ」という個々の概念に則して検討する。 
 第3章「規則――例外と詩的自由」では、「規則（regula）」の概念について、「例外（exeptio）」との
関連から考察する。そして、修辞学が規則化を目指すのと同様に、バウムガルテンが美の規則の体系化
によって美学を基礎づけることを目指したこと、そしてライプニッツの最善説における悪の許容につい
ての議論を規則と例外の関係として『形而上学』（初版1739年、第4版1757年）において定式化し、美学
    
 
へ応用したことを明らかにする。そのことをとおして、バウムガルテンが目指した美の規則の体系は非
常に柔軟かつ複雑なものであったことを指摘する。 
第4章「フィグーラの扱いをめぐる『美学』の体系問題」では、先行研究において『美学』の大きな
瑕疵とみなされてきた、第3章の記号論で扱われるべき「フィグーラ（figura）」が第1章の発見論で「ア
ルグーメンタ（argumenta）」とともに多く論じられたという問題を扱う。そして、バウムガルテンが伝
統的修辞学におけるフィグーラ（修辞的文彩）の概念を〈格別に美しい部分〉という概念に普遍化し、
フィグーラを論じる部門とフィグーラを適用するジャンルという 2方向でこの概念を拡張したことを明
らかにする。さらにバウムガルテンが記号に対する思考の優位という見解に立脚していることを指摘し、
このこととフィグーラの部門の拡張という観点から、『美学』におけるフィグーラの扱いについて説明
を与え、『美学』の体系上の整合性は保たれていると主張する。 
第5章「フィグーラ――修辞的文彩から〈美しい部分〉へ」では、バウムガルテンによるフィグーラ
をジャンルの拡張という観点から考察し、この概念がいかにして言語以外の記号へと適用されうるのか、
『美学講義録』における断片的な記述の分析をとおして検証する。そして、講義録に記録された「絵画
におけるフィグーラ」についての言及が、テクストと絵画の複雑な相互作用から生まれたものであるこ
とを解明する。そのことをとおして、バウムガルテンと現代修辞学における「視覚的文彩（ visual figure）」
の理論との親近性を指摘する。 
第6章「アルグーメンタ――論理的・修辞的論証から〈力を及ぼすもの〉へ」では、アルグーメンタ
の概念について、『形而上学』および『論理学講義』（初版 1761年、第2版1773年）における規定も検討
しながら考察する。それによって、バウムガルテンが論理学と修辞学に由来するアルグーメンタ（論証
法・論拠）の概念を〈論理的ないし美的な力を及ぼすもの〉という概念へ変容させ、さらに美学におけ
るアルグーメンタの概念には彫刻などの図像も含まれうると考えていたことを明らかにする。 
   以上の考察をとおして、バウムガルテンの『美学』の主軸には、記号の概念に支えられて、図像や音
へも応用しうる普遍化された修辞学を確立する試みがあったことを解明し、バウムガルテン美学がもつ
〈一般修辞学〉を基礎とした芸術理論としての豊かな可能性を指摘する。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
美学という学問の創始者とされるバウムガルテンについては、特に近年、彼が感性論としての美学の
先駆者とされることもあり、盛んに研究が行われている。本論文も、そうした状況に対応するものとし
て位置づけることができる。しかしその特徴は、そうした現代の視点からバウムガルテンの美学思想を
読み直すということではなく、彼の思想を、それが生み出された当時の文脈に置き直し、予断を持たず
にその実像を明らかにすることであると言える。 
 序章では、従来のバウムガルテン解釈との関係において本論文の目的が示されている。バウムガルテ
ンの『美学』に見られる伝統的修辞学との関わりは、これまで否定的なものとして評価されてきた。そ
れに対して、本論文の目的は、彼の美学を、修辞学との関連において、後者に対する価値判断を前提と
せずに、実態に即してとらえ直すことであるとされる。 
 第一章では、バウムガルテンが自らの思想を構築していく過程で、彼がどのようなことを美学として
構想していたのかが明らかにされている。当時彼が考えていたのは、当時確定しつつあった芸術概念に
収まりきらない多様な技術や学問を記号的発想のもとに総合し、従来の修辞学を拡張した〈一般修辞学〉
としての美学によってそれを包括的に論じるということである。遺稿の綿密な分析をもとに書かれた本
章において、従来の研究とは全く異なる新しいバウムガルテン像が提出されている。 
 第二章では、バウムガルテンによって美学に与えられた「感性的認識の学」という定義の問い直しが
行なわれている。従来、『美学』は、この定義に基づいて感性的能力論と解釈されてきたため、修辞学
に立脚した内容との齟齬がしばしば問題視されてきた。本章では、一方では同じくバウムガルテンの手
になる『形而上学』との比較によって、他方では伝統的修辞学との関係を問い直すことによって、これ
まで矛盾を含むものとして理解されてきた『美学』を整合的に、かつこれまでにない斬新な仕方で読む
    
 
可能性を説得的に示している。 
 第三章は、『美学』における「例外」の概念について論じている。バウムガルテンは、『形而上学』の
世界論における不完全性としての例外という議論を『美学』に持ち込むことによって、詩的言語に多く
の例外を認めていた。彼は、規則の機械的な適用ではなく、むしろ例外を許容する自由度の高い詩学を
展開していたのである。このように理解することにより、本章は、伝統的修辞学に依拠しつつも自由な
詩作を強調するという新たなバウムガルテン像を提出することに成功している。 
 第四章は、フィグーラの概念を扱う。従来、バウムガルテンの『美学』については、修辞技法として
のフィグーラの扱いに不整合な点が見られることが指摘されてきた。本章では、バウムガルテンにおい
ては従来のフィグーラ概念が拡張されており、その体系に破綻はないことが論証されている。本論文の
一貫した特徴として、これまでバウムガルテン美学の体系上の欠陥として指摘されてきたことを、テク
ストの綿密な読解によって整合的に読むということが挙げられるが、本章の議論もその特徴が発揮され
たものだと言えるだろう。 
 第五章は、再びフィグーラの問題を、今度はジャンルの拡張という視点から扱っている。フィグーラ
は修辞学においては通常の用法からは逸脱した言語表現とされるが、バウムガルテンは、これに格別に
美しい部分という新たな解釈を与えた。このことにより、言語表現ばかりでなく絵画等のジャンルにも
適用される一般修辞学としての美学が可能になったということが本章の主張である。バウムガルテンに
よる絵画についての言及がわずかであることもあり、伝統的修辞学と、バウムガルテンによって示され
た絵画の修辞学的読解の対応についての論述には、必ずしも議論が尽くされているとは言えない面もあ
るが、言語芸術のみならず他のジャンルにも適用可能な理論を彼が構想していたという本章の趣旨は、
十分な意義を持つものである。 
 最後の第六章では、アルグーメンタの概念が扱われている。バウムガルテンにおいては、この概念に
根拠としての表象という意味が与えられていること、さらには、そのことによって、この概念が言語芸
術にとどまらず、造形芸術に対しても適用される可能性を持つものであることが示される。本章におい
ても、バウムガルテンの美学思想が、詩作にとどまらず、幅広いジャンルに適用可能なものとして考え
られていることが説得的に示されている。 
   本論文の方法論的な特徴を挙げるとすれば、それは整合的読解ということである。従来、不整合や体
系上の不備を指摘され続けてきたバウムガルテンの『美学』を整合的に読解することが本論文の唯一の
目的であると言っても過言ではない。しかしその目的は、『美学』にとどまらず、『形而上学』や遺稿群
を含む他のテクストの読解及びそれらと『美学』の精緻な突合せを要求するとともに、古代以来の修辞
学の伝統全体とバウムガルテンとの関係を、予断を持たずに明らかにすることを必要とした。そのよう
にして得られた成果は、整合的読解という言葉から連想されるような小さくまとまったものではなく、
これまで行われてきたバウムガルテン評価全体を覆すような大きな意義を持つものとなった。特に第五
章に見られるように、時に論証の不十分な点は見られるが、そのことは、一次文献の綿密な調査や、先
行研究に対する周到な目配りを踏まえ、本論文によって提出されているバウムガルテン像の革新性を脅
かすものではまったくない。上記の点から、本論文は博士論文として十分な意義を持つものとして認め
ることのできるものである。 
 
